
2022年9月　公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会

ロータリー

米山記念 
奨学事業

外国人留学生への奨学金



•  日本のロータリー独自の事業 
（日本全国34地区の合同活動）

•  日本で学ぶ外国人留学生の支援 
（公益財団法人を設立し運営）
•  世話クラブ・カウンセラー制度 
で交流を重視 “人を育てる事業”

米山奨学事業の概要



「米山基金」から70年
1946

1949

1952

1957

1967

2017

米山梅吉氏
逝去

日本のロータリーが 
国際ロータリーへ復帰

東京ＲＣが 
米山基金を発表

財団法人設立

日本全国の組織へ

財団設立50周年

2022
米山基金創設から

70年

“平和日本”を 
世界へ



国際ロータリーと米山

2004

2007

2014

ロータリーの多地区合同活動としての手続
きを完了
国際ロータリーが学友の定義拡大、 
米山学友も「ロータリーの学友」に

2002 ロータリー研究会のプログラムに

2016 ソウル国際大会で初の分科会開催

ＲＩ理事会で米山記念奨学事業が 
称賛される
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米山奨学金 
と 

奨学生



国内最大級の奨学生数

（2022年7月現在）

898人2 0 2 2
学年度 累計22,875人

129の国と地域
その他
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奨学生数の決定と選考
採用基準（全国統一）
• 勉学への意欲、人物面・学業面が優秀、 
将来日本との懸け橋になりうる人材

• 家庭状況、経済状況は評価対象外
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当地区の米山奨学生

　   53 人
【出身国・地域】 
モンゴル、ベトナム、、、など

53人～  
予定

2022学年度　 2023



“

”
寄付金の状況



01年 03年 05年 07年 09年 11年 13年 15年 17年 19年 21年

普通寄付金
特別寄付金

寄付金の推移
17億

13億3千 13億4千

1円～の 

任意寄付

会員数分の
寄付



•寄付はその前年とほぼ同額
ご寄付は奨学事業に

（単位:千円）

普通寄付金 
414,615

特別寄付金 
931,176

配当金
124,830

奨学金
1,242,958

収
入

支
出

管理費 
41,475

利子収入
34,020寄付金総額：13億4,579万円

事 業 費 計：14億4,510万円

全体支出の 97% が事業費

当期正味財産増加額 
18,067

補助費ほか
202,141



5,000

11,250

17,500

23,750

30,000

△2500 ▼2530 △2560 ▼2570 △2600 △2750 △2780 ▼2840 △2650 △2680 ▼2710 △2740

•平均寄付額   15,126円　　 (　第　　16　　位　)

全国平均
15,971円

寄付実績 個人平均 2760地区



当地区 全国平均
個人平均 
　　 寄付額 15,126円 15,971

円

 -普通寄付金 4,909円 4,920円
 -特別寄付金 10,216円 11,051

円

寄付実績 個人平均 2760地区



2840 2590 2550 2820 2780 2640 2680 2790 2750 2690 2720 2570 2760 2730 2610 2600 2520
16.217.519.224.027.428.028.028.530.433.233.633.734.538.238.738.940.241.341.642.043.145.747.158.664.269.369.370.270.971.272.881.582.685.9

寄付者割合
会員数
寄付者割合

特別寄付者割合寄付実績
•全国平均 46.4％ 当地区  33.2％ 
最大 85.9％(2840)、最小 16.2％(2740)
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巣立った 
米山奨学生



日本国内：33韓国

　中国

台湾

タイ

ネパール

モンゴル
2014

2009

1989

1983
2013

2012

スリランカ
2016

マレーシア
2016

ミャンマー
2017

学友会（国内33、海外9）



学友会の活動【国内】

2580・2590：梅吉翁の合同お墓参り 2620：海岸清掃活動

2660：レクイエム音楽祭 2800：さくらんぼ狩り体験



学友会の活動【海外】
台湾

スリランカ タイ

マレーシア



台湾 日本人学生の奨学支援【14年目】



マレーシア大学研究機関とタッグを組んで
海岸清掃



スリランカ コロナと闘う
病院を支援



タイ 医療機器を寄贈



学友からロータリアンに

71人 59人 57人85人
台湾 韓国 中国 その他

林 隆義氏（韓国）1997-98年度 RID3650

許 國文氏（台湾）2005-06年度 RID3490

林 華明氏（台湾）2015-16年度 RID3520

リム ユンウィ

キョ コクブン

リン カミン

•272人

•ガバナーになった学友：3人

•学友が作ったＲＣ：6つ(+衛星2)



恩返しの気持ち 学友からの寄付

東日本大震災
熊本大地震
学友からの寄付
遺言寄付

約760万円
約20万円(上海)

累計 4,506万円

　　　　200万円

熱海土砂災害 台湾から約150万円
• 毎月1万円、毎月2,000円などコツコツ継続寄付する学友も



恩返しの気持ち
•周順圭さん 

50万ドルの恩返し 

•中国・日本・米国が 
仲良くなってほしい、 
そのための寄付

学友からの寄付
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知っておいて 
いただきたい事



「再会 in 関東」

ぜひご参加
ください！

• 2年に1度開催される 
米山学友の世界大会
• 次回は2023年  8月 5~ 6日 
「再会in関東」会場:茨城県つくば市



奨学生に関わる危機管理

地区単位の

LINEグループ等

自然災害 病気・事
故

ハラスメン
ト

2020学年度より
現役奨学生の
傷害保険 
（例会出席時）

奨学生 
→ハラスメント 
　相談窓口 
 
ロータリアン 
→賠償責任保険

地区米山奨学委員会→危機管理委員会へ報告･対応



業務委託・覚書の締結
• 2020学年度からスタート
米山記念
奨学会

地区
• ガバナー
• ガバナーエレクト

世話クラブ
• 会長
• 会長エレクト

業務委託に係る覚書
（世話クラブ）

毎年 
2～3月

原本(2部)は、
①ガバナー事務所
②世話クラブ で保管。

写しをPDFで奨学会へ提出

業務委託に係る覚書
毎年
12～2月

原本(2部)は、  
①ガバナー事務所
②米山奨学会で保管



紺綬褒章の公益団体に認定
• 2018年9月12日以降のご寄付が対象
•個人：500万円～ 
団体/企業：1,000万円～
•分納可 
（事前の申請が必要）

内閣府ホームページより
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”
＜おまけ＞



• 紺綬褒章申請を希望し、 
分納で手続きしたい方は、 
必ず事前にご相談ください
• 紺綬褒章の申請には、 
ご本人の経歴をまとめた書類や、 
各種本人確認書類などが必要となります
• 国へ申請後、褒章授与決定まで、 
数か月のお時間を頂戴しております

ご留意事項



　収 入

　所 得 必要
経費

課税所得 A

所得税額

×税率

納める
所得税 B

(給与所得控除）

(寄附控除・配偶者控除等）
所得控除

税額控除

Ｑ.どのくらい減税 
　 できますか？

寄付金控除について

A. 所得控除の場合      

22,540円

例：10万円寄付

B. 税額控除の場合 

39,200円



ロータリーの学友とは
ロータリー 
平和フェロー

ロータリー財団
ロータリー平和センター
提携大学で学ぶ最高130人が
世界中から選ばれる

ロータリー奨学生 ロータリー財団
主に、グローバル補助金によ
る奨学金（日本からの送り出
しは約40-50人）

青少年交換学生 国際ロータリー 15-19歳が対象の
交換留学とホームステイ

ロータリー 
米山記念奨学生

ロータリー
米山記念 
奨学会

日本で学ぶ
外国人留学生が対象



奨学金の種類
学部課程 849人修士・博士課程

地区奨励 大学以外の、短大・高
専、専修学校の留学生 16人

クラブ支援 現役奨学生の延長支援 8人
海外応募者対象 海外にいる日本留学

希望者が個人で応募 22人
海外学友会推薦 学友会が推薦する

研究者の支援 3人

9割以上

2022年7月1日現在
2022学年度



この法人は、主としてアジア諸国、又はその他の
ロータリー所在国の学生または学者に対し、わが国に
おいて勉強又は研究するための奨学金を支給し、よっ
てロータリーの理想とする国際理解と親善に寄与する
ことを目的として設立する。

設立趣意書 1/3（昭和42年）



この法人は、昭和27年*に東京ロータリー倶楽部が設
定し、昭和32年に全国のロータリークラブに参加を求め
て以来、逐年発展し、今や在日全ロータリークラブの共
同事業となり、国際留学生に対する奨学金の支給を通じ
て、所期の目的たる国際理解と親善にも多大の成果を収
めつつある、ロータリー米山記念奨学会の事業と財産を
継承し、法人化によってその基礎を確立し、今後一層奨
学事業の発展を期するため設立されるものである。

設立趣意書 2/3



この法人は、全国ロータリークラブの寄付を主たる
財源とし、ロータリー会員によって運営され、ロータ
リー目的達成に寄与することを目的としている。

昭和42年

設立趣意書 3/3


